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▼
外
環
事
業
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て

調
布
飛
行
場
周
辺
利
用
及
び

安
全
対
策
特
別
委
員
会

９
月
21
日

【
行
政
報
告
】

▼
東
京
都
調
布
市
に
お
け
る
小

型
機
墜
落
航
空
事
故
調
査
報
告

書
に
つ
い
て

▼
調
布
飛
行
場
周
辺
地
域
に
お

け
る
小
型
航
空
機
墜
落
事
故
調

査
結
果
公
表
に
関
す
る
地
元
３

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

▼
平
成
29
年
度
調
布
飛
行
場
諸

課
題
検
討
協
議
会
（
第
１
回
）

に
つ
い
て

▼
武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
候
補
者

の
決
定
に
つ
い
て

▼
東
京
都
調
布
飛
行
場
の
離
着

陸
状
況
に
つ
い
て

▼
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
輸
送
人

員
に
つ
い
て

三
鷹
駅
前
再
開
発
事
業

対
策
特
別
委
員
会

９
月
22
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
駅
前
地
区
に
お
け
る
再

開
発
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

市
庁
舎
・
議
場
棟
等
建
替
え

検
討
特
別
委
員
会

７
月
13
日

【
行
政
報
告
】

▼
三
鷹
ま
ち
づ
く
り
総
合
研
究

所
「
庁
舎
等
建
替
え
に
向
け
た

基
本
的
な
枠
組
み
に
関
す
る
研

究
会
」
報
告
書
に
つ
い
て

９
月
22
日

【
行
政
報
告
】

▼
「
三
鷹
市
庁
舎
等
整
備
基
本

構
想
策
定
に
向
け
た
基
本
的
な

考
え
方
」
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
庁
舎
等
整
備
基
本
構

想
策
定
に
関
す
る
今
後
の
予
定

に
つ
い
て

▼
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
基
本

プ
ラ
ン
に
つ
い
て

▼
北
野
ハ
ピ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
つ
い
て

▼
母
子
保
健
モ
バ
イ
ル
サ
ー
ビ

ス
「
ゆ
り
か
ご
・
ス
マ
イ
ル
」

の
運
用
開
始
に
つ
い
て

９
月
11
日

【
行
政
報
告
】

▼
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

▼
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業
の

開
始
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会

８
月
10
日

▼
管
外
視
察
に
つ
い
て

９
月
12
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

▼
三
鷹
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
緑
化
率
の

最
低
限
度
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
駐
輪
場
整
備
運
営
基
本
方
針

（
仮
称
）
策
定
の
考
え
方
に
つ

い
て

▼
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件

引
下
げ
の
考
え
方
に
つ
い
て

▼
三
鷹
台
駅
前
周
辺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

９
月
28
日

▼
ま
ち
づ
く
り
環
境
委
員
会
審

査
報
告
書
の
確
認
に
つ
い
て

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

９
月
21
日

【
行
政
報
告
】

▼
北
野
の
里
（
仮
称
）
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案

さ
れ
た
意
見
の
説
明
に
つ
い
て

ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

▼
大
沢
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間

照
明
設
備
等
整
備
工
事
説
明
会

に
つ
い
て

９
月
11
日

【
議
案
】

▼
三
鷹
市
市
民
体
育
施
設
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

＝
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
30
年
度
使
用
小
・
中
学

校
教
科
用
図
書
及
び
小
・
中
学

校
教
育
支
援
学
級
用
教
科
用
図

書
に
つ
い
て　
　
　

ほ
か
１
件

９
月
12
日

【
行
政
視
察
】

▼
三
鷹
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
三
鷹
市
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
共
進
倉
庫

総
務
委
員
会

８
月
22
日

【
行
政
報
告
】

▼
四
市
行
政
連
絡
協
議
会
の
活

動
に
つ
い
て

▼
基
金
の
積
立
状
況
等
に
関
す

る
調
査
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
地
域
防
災
計
画
（
震

災
編
）
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

▼
三
鷹
市
国
民
保
護
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

９
月
８
日

【
議
案
】

▼
平
成
29
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
三
鷹
市
教
育
セ
ン
タ
ー
耐
震

補
強
等
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

＝
以
上
２
件
、
原
案
可
決

【
行
政
報
告
】

▼
債
権
管
理
条
例
（
仮
称
）
の

制
定
に
向
け
た
基
本
的
な
考
え

方
に
つ
い
て

９
月
28
日

【
行
政
報
告
】

▼
井
の
頭
恩
賜
公
園
内
に
建
設

す
る
「
井
の
頭
文
学
施
設
（
仮

称
）
」
に
関
す
る
整
備
基
本
プ

ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

▼
総
務
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

文
教
委
員
会

８
月
９
日

【
行
政
報
告
】

▼
平
成
29
年
度
教
育
に
関
す
る

事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況

の
点
検
及
び
評
価
（
平
成
28
年

度
分
）
報
告
書
に
つ
い
て

▼
井
の
頭
恩
賜
公
園
内
に
建
設

す
る
「
井
の
頭
文
学
施
設
（
仮

称
）
」
に
関
す
る
整
備
基
本
プ

と
協
議
し
、
人
口
増
加
に
伴
う

課
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
住
民
へ
の
よ
り
一
層
の
丁

寧
な
説
明
に
努
め
る
こ
と
。

２　
「
太
宰
治
文
学
館（
仮
称
）」

及
び
「
吉
村
昭
書
斎（
仮
称
）」

整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
三
鷹

の
魅
力
向
上
や
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
商
工
振
興
に
も
寄
与
す
る

よ
う
多
く
の
市
民
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
。

▽
民
生
費

１　

学
童
保
育
事
業
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
開
発
事
業
に
よ
る

子
育
て
世
帯
の
増
加
を
見
据

え
、
保
護
者
が
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
民
間
ス

ペ
ー
ス
等
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
て
早
急
な
施
設
整
備
に
努

め
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
。

▽
教
育
費

１　

私
立
幼
稚
園
で
の
一
時
預

か
り
事
業
等
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
は
、
保
育
園
の
待
機
児

童
対
策
と
し
て
も
効
果
的
で
あ

り
、
環
境
整
備
等
さ
ら
な
る
支

援
を
行
う
こ
と
。

２　

児
童
数
増
に
対
応
し
た
適

正
な
学
習
環
境
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
児
童
数
が
大
幅
に
ふ
え

る
地
域
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
通
学
区
域
の
見
直
し
等
を

行
い
、
良
好
な
学
習
環
境
の
整

備
に
努
め
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１　

特
定
健
康
診
査
受
診
率
の

さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
に
、
近

隣
自
治
体
と
の
実
施
医
療
機
関

の
相
互
乗
り
入
れ
の
協
議
を
進

め
る
こ
と
。

【
決
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
石
井
良
司　

○
赤
松
大
一

　

伊
東
光
則　
　

石
原　

恒

　

伊
沢
け
い
子　

白
鳥　

孝

　

栗
原
健
治

　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

収
入
が
増
と
な
っ
た
も
の
の
、

地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
の
都

税
に
連
動
し
た
各
種
交
付
金
が

減
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
経

常
一
般
財
源
等
」
が
７
千
700
万

円
余
の
減
と
な
っ
た
一
方
、
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け
た
定
員

拡
充
、
介
護
保
険
事
業
や
後
期

高
齢
者
医
療
の
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
な
ど
、
社
会
保
障

関
連
経
費
が
増
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、「
経
常
経
費
充
当

一
般
財
源
等
」
が
10
億
７
千
300

万
円
余
の
増
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
第

４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
（
第
１

次
改
定
）
に
お
い
て
目
標
と
す

る
経
常
収
支
比
率
、
公
債
費
比

率
、
人
件
費
比
率
を
平
成
28
年

度
は
全
て
達
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
引
き
続
き
健
全
な
財
政

運
営
を
期
待
す
る
も
の
で
あ

る
。
本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成

28
年
度
に
お
け
る
予
算
執
行
と

そ
の
行
政
効
果
等
に
つ
い
て
、

鋭
意
審
査
を
進
め
た
結
果
、
本

決
算
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

も
原
案
を
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
た
。
』

　

委
員
会
は
次
の
附
帯
意
見
を

付
し
、
市
理
事
者
に
対
し
て
、

そ
れ
ら
に
十
分
配
慮
し
た
市
政

の
執
行
を
要
望
し
ま
し
た
。

 

附
　
帯
　
意
　
見 

一
　
般
　
会
　
計
〔
歳
　
入
〕

１　

東
京
都
市
町
村
総
合
交
付

金
に
つ
い
て
は
、
経
営
努
力
を

し
て
い
る
地
方
交
付
税
不
交
付

団
体
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

東
京
都
に
対
し
強
く
働
き
か
け

る
こ
と
。

一
　
般
　
会
　
計
〔
歳
　
出
〕

▽
総
務
費

１　

大
規
模
開
発
事
業
に
つ
い

て
は
、道
路
、小
学
校
通
学
区
域

問
題
等
が
あ
る
た
め
、
事
業
者

な
る
中
で
の
執
行
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
第

４
次
三
鷹
市
基
本
計
画
（
第
１

次
改
定
）」と
各
個
別
計
画
等
の

着
実
な
推
進
、「
新
・
三
鷹
市
行

財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

２
０
２
２
」の
推
進
を
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
据

え
、「
都
市
再
生
」、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
創
生
」
を
最
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
、「
安
全
安
心
」

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」「
健

康
長
寿
社
会
」「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
」「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
都

市
」「
地
域
活
性
化
」
「
都
市

交
通
安
全
」
の
各
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
を
推
進
し
、
「
人
間

の
あ
す
へ
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
て
、「
高
環
境
・
高
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
決
算

年
度
に
お
け
る
財
政
指
標
に
つ

い
て
は
、
経
常
収
支
比
率
が

86
・
８
％
と
な
り
、
前
年
度
と

の
比
較
で
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
の

増
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
民

税
や
固
定
資
産
税
な
ど
の
市
税

審
査
報
告
（
要
旨
）

　

『
平
成
28
年
度
の
本
市
の
予

算
執
行
は
、
一
般
会
計
の
歳
入

決
算
額
は
700
億
２
千
200
万
円

余
で
、
前
年
度
比
９
億
５
千
200

万
円
余
、
１
・
３
％
の
減
、
ま

た
歳
出
決
算
額
は
687
億
３
千

800
万
円
余
、
前
年
度
比
７
億
８

千
300
万
円
余
、
１
・
１
％
の
減

で
あ
り
、
予
算
に
対
す
る
収
入

率
は
94
・
９
％
、
執
行
率
は

93
・
２
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

歳
入
歳
出
の
差
し
引
き
額
は
12

億
８
千
400
万
円
余
で
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
財
源
額
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
、
11
億
１
千
800

万
円
余
と
な
っ
た
。
一
方
、
全

会
計
に
お
け
る
歳
入
決
算
額
は

１
千
99
億
８
千
600
万
円
余
で
、

前
年
度
比
５
億
９
千
400
万
円

余
、
０
・
５
％
の
減
、
歳
出
決

算
額
は
１
千
83
億
４
千
700
万
円

余
、
前
年
度
比
４
億
４
千
万
円

余
、
０
・
４
％
の
減
で
あ
り
、

予
算
に
対
す
る
収
入
率
は
95
・

４
％
、
執
行
率
は
94
・
０
％
と

　
平
成
28
年
度
決
算
　
　

　
　
　
　  

審
査
報
告
の
概
要

監 査 委 員 の 意 見
　審査に付された一般
会計をはじめ、各特別
会計の歳入歳出決算
書、歳入歳出決算事項
別明細書、実質収支に
関する調書、財産に関
する調書及び各基金の

運用状況を示す書類は、法令に準拠して作成されて
おり、計数に誤りはないものと認められた。
　厳しい財政状況下にあって、各部の主体的な経営
努力により限られた財源を有効に活用していること
を評価する。今後とも、事業の実施にあたっては、
事業効果を検証しながら更なるコスト意識を徹底す
るとともに、選択と集中による事務事業の見直し・
改善を進め、限られた経営資源を真に必要な事業に
活用されたい。

黒田代表
監査委員

谷口監査委員
（議会選出）

平
成
29
年
７
月
〜
９
月

９
月
28
日

▼
文
教
委
員
会
審
査
報
告
書
の

確
認
に
つ
い
て

【
行
政
報
告
】

▼
井
の
頭
恩
賜
公
園
内
に
建
設

す
る
「
井
の
頭
文
学
施
設
（
仮

称
）
」
に
関
す
る
整
備
基
本
プ

ラ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

厚
生
委
員
会

８
月
７
日

【
行
政
報
告
】

共進倉庫の視察


